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予
算
編
成
に
つ
い
て

　

我
が
国
の
経
済
情
勢
は
、
令
和
２
年
１

月
の
内
閣
府
月
例
経
済
報
告
に
よ
る
と

「
景
気
は
、
輸
出
が
引
き
続
き
弱よ
わ
ぶ
く含
む
な

か
で
、
製
造
業
を
中
心
に
弱
さ
が
一
段
と

増
し
て
い
る
も
の
の
、
緩
や
か
に
回
復
し

て
い
る
」と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

地
方
財
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
元

年
12
月
20
日
に
総
務
省
か
ら
示
さ
れ
た
令

和
２
年
度
地
方
財
政
対
策
の
概
要
に
よ
る

と
、
地
方
全
体
の
税
収
は
前
年
度
比
１
・

９
％
の
増
加
と
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
税
収
不
足
の
補ほ
て
ん填

な
ど
を
目
的
と

す
る
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
前
年
度

比
２
・
５
％
の
増
加
と
見
込
ま
れ
て
お
り

ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
市
税
は
前
年

度
比
１
・
６
％
の
減
少
、
地
方
交
付
税
は

前
年
度
比
10
・
０
％
の
増
収
を
見
込
ん
で

お
り
、
減
少
す
る
市
税
を
地
方
交
付
税
で

補
う
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
人
口
減
少
に
よ
る
税
収
の
減
少

や
社
会
保
障
関
係
経
費
の
増
加
だ
け
で
な

く
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
・
長
寿
命

化
対
策
に
加
え
て
、
大
地
震
や
集
中
豪
雨

へ
の
防
災
・
減
災
対
策
な
ど
、
今
後
も
多

額
の
財
源
を
必
要
と
す
る
事
業
や
課
題
は

多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
令
和
２
年
度
は
、
全

て
の
市
事
業
を
総
点
検
し
、高
い
倫
理
観
、

施政方針

誠
実
、
公
正
、
公
平
を
ベ
ー
ス
に
、
無
理
・

無
駄
を
省
き
、
効
率
的
で
効
果
的
な
行
政

に
裏
付
け
さ
れ
た
未
来
志
向
の
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
く
た
め
、
全
職
員
が
一

丸
と
な
っ
て
、
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

主
要
事
業
に
つ
い
て

子
ど
も
が
い
き
い
き
と
育
ち
、
子

育
て
し
や
す
い
ま
ち

▼
子
ど
も
支
援
の
充
実

　

新
た
に
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
ロ
タ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
に
先
駆

け
、
独
自
に
４
月
か
ら
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
を
助
成
。

▼
学
校
教
育
環
境
の
整
備

　

権
現
堂
川
小
学
校
お
よ
び
吉
田
小

学
校
に
つ
い
て
洋
式
化
を
含
め
た
ト

イ
レ
の
大
規
模
改
修
工
事
を
実
施
。

　

全
て
の
小
中
学
校
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
ソ
フ
ト
を
導
入
し
、
情
報

社
会
に
対
応
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
の
教
育
環
境
を
充
実
。

市
民
が
学
び
、
市
民
が
活
躍
で
き

る
ま
ち

▼
社
会
教
育
の
充
実

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
関
連
し
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー
を
実
施
す
る
ほ
か
、
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
ベ
ナ
ン
共
和
国

と
の
交
流
事
業
を
展
開
。

い
つ
ま
で
も
健
康
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち

▼
地
域
福
祉
の
推
進

　

第
２
次
幸
手
市
地
域
福
祉
計
画
を

策
定
。

▼
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
支
援

　

新
た
に
第
６
期
幸
手
市
障
が
い
福

祉
計
画
お
よ
び
第
２
期
幸
手
市
障
が

い
児
福
祉
計
画
を
策
定
。

安
全
・
安
心
で
環
境
に
や
さ
し
い

ま
ち

▼
危
機
管
理
体
制
の
強
化

　

幸
手
市
国
民
保
護
計
画
を
更
新
。

▼
防
災
体
制
の
推
進

　

災
害
時
に
お
け
る
市
民
の
安
全
確

保
の
た
め
、
幸
手
市
地
域
防
災
計
画

を
更
新
す
る
ほ
か
、
埼
玉
県
防
災
行

政
無
線
の
再
整
備
に
対
し
負
担
金
を

支
出
。に

ぎ
わ
い
と
活
力
あ
ふ
れ
る

ま
ち

▼
商
工
業
の
活
性
化
の
支
援

　

商
工
会
を
始
め
と
す
る
商
工
団
体
と

の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、 

幸
手
中
央

地
区
産
業
団
地
進
出
企
業
へ
奨
励
金
を

交
付
す
る
こ
と
で
、
市
内
雇
用
の
促
進

に
努
め
る
。

▼
地
域
農
業
の
推
進

　

引
き
続
き
農
業
者
や
農
業
団
体
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
多
面
的
機
能

支
援
事
業
へ
の
補
助
を
拡
充
。

だ
れ
も
が
快
適
に
暮
ら
せ
る

ま
ち

▼
計
画
的
な
土
地
利
用

　

新
た
に
市
の
都
市
計
画
に
関
す
る

基
本
的
な
方
針
を
定
め
る「
第
２
次
幸

手
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」を

策
定
。

▼
道
路
網
の
整
備

　

市
道
１
‐
12
号
線
や
市
道
１
４
９
４

号
線
の
道
路
舗
装
工
事
を
行
う
ほ
か
、

倉
松
川
河
川
改
修
に
伴
う
市い
ち
ど
う
き
ょ
う

道
橋
の

２
つ
の
橋
の
架か
け
か
え替
工
事
の
設
計
。

市
民
の
信
頼
に
応
え
る
行
財
政
運

営
を
推
進
す
る
ま
ち

▼
情
報
発
信
・
情
報
共
有
の
充
実

　

幸
手
市
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て

あ
る
住
宅
を
購
入
し
た
市
外
か
ら
の

移
住
者
お
よ
び
住
宅
の
提
供
者
に
対
し

て
、
仲
介
手
数
料
の
補
助
を
実
施
。

　

以
上
、
令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
当
初

予
算
額
は
１
５
８
億
円
と
な
り
、
令
和
元

年
度
と
比
べ
ま
し
て
３
７
０
０
万
円
、
率

に
し
て
０
・
２
％
の
減
額
と
な
る
予
算
を

編
成
い
た
し
ま
し
た
。

3 月定例会での、木村純夫市長の表明を紹介します。

令和 2 年度
幸 手 市

木
村
市
政
の
基
本
的
な
考
え
方

　

令
和
２
年
度
幸
手
市
一
般
会
計
予
算

（
本
紙
６
～
７
ペ
ー
ジ
）は
、
私
が
第
10
代

幸
手
市
長
に
就
任
し
て
最
初
の
当
初
予
算

編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は「
幸
手
市
の
未
来
の
た
め
に
！
全

て
の
市
事
業
の
総
点
検
を
！
」を
モ
ッ

ト
ー
に
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
が
維
持

で
き
る
よ
う
、
中
長
期
的
な
観
点
で
考
え

１２

３４５

６７

■木村純夫のプロフィール
学生時代は柔道一直線で、中学・高校・大学と主将を務める。インターハイ、
国民体育大会などの出場経験を持つ。
大学生活では老人ホームにボランティアとして住み込み、お年寄りの食事の
世話や話し相手となるなどの活動を行いながら4年間を過ごす。
民間企業において、アフリカのザイール（現・コンゴ民主共和国）やアラブ首
長国連邦、また、北海道、新潟、愛知など日本各地で勤務。平成 13年には、
幸手市助役（現・副市長）となり、その後、病院の事務部長を 10年務め、令
和元年 10月に第 10代幸手市長となる。趣味はマラソン。孫は 10人。

な
が
ら
、
市
民
本
位
の
行
政
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
第
６
次
幸
手
市
総
合
振
興
計
画

の
２
年
目
で
す
が
、
限
り
あ
る
貴
重
な
財

源
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
配
分
し
、
子
育

て
や
教
育
、
福
祉
、
防
災
な
ど
、
各
施
策

を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
み
ん
な
で

つ
く
る　

幸
せ
を
手
に
す
る
ま
ち　

幸

手
」の
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。


